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ツメヤシ）の町」を意味する。これは前４世紀以後に
ギリシャ人が名付けたとされている。現在シリアでは
この町をタドモルと呼んでいるが，この名の使用は古
１．パルミラの位置と過去の調査
パルミラは中東シリア砂漠の中央に位置するオアシス
隊商都市である。首都ダマスカスからから230km，
ユーフラテス河からも200kｍ以上離れているが，メ 〈紀元前19世紀の初めにまで遡る。 アナトリアのカニ
シュで発見された文書や，バビロニア・ハムラビ王時
代のマリで発見された粘土板にタドモル人の記載があ
る。この時代の遺跡は，バルミラの中心ベール神殿の
基盤になっているテル（人工の丘）に埋もれており，
部分的な発掘調査により，紀元前2300-1000年の遺構
が発見されている。後に見られる大都市と言うより
ソポタミアと地中海， 小アジアとアラビア半島を最短
距離で結ぶ古代の交通路の中央に位置していたため，
古くから隊商都市として栄え，とくに紀元前１世紀か
ら紀元後３世紀にかけて繁栄を極めた。
周囲１］ kｍに及ぶ城壁が取り囲むパルミ ラ遺跡が
ヨーロッパに知られるようＩこなったのは17世紀の末で
砂漠のオアシス村という景観であった。ある。］
こない，
の遺跡」
1751年， イギリス人Ｒウッドが実地調査をお }よ，
｢パルミラ ャの支配下に あったシリアは，アケメネス朝ペルシパルミラについての最初の学術書
アレキサンダー大王の東方遠征lこよっを出版した。 1754年にはフランス人とイギリ 紀元前４世紀，
て解放された。れた。大王の死後，彼の将軍であったセレウ
コスによってセレウコス朝シリアが誕生し，以後240
年間，ヘレニズム文化の一員としてのシリアが展開し
た。この時代の遺構は，スイス隊の発掘調査Iこよっ
ス人がパルミラ文字の解読に成功している。 1881年に
発見された長文の関税法碑文は， 古代東西交易の実態
貴重な研究史料と高を詳細に記録した唯一のもので，
<評価されている。
２０世紀にはいると，まずドイツが中心となって発掘 ﾝ神殿域の地下から発見されているて、バールシャミ
調査を行った。 第１次世界大戦後はフランスの委任統 が，まだ，
いない。
パルミラ独特の様式を獲得するには至って
治領となったため， 以後フランス隊が組織的に発掘調
査を行った。 1929年にはフランスは遺跡の中心地であ 紀元前64年，共和制ローマはシリアを属州とする
るベール神殿の発掘調査に当たって．神殿内にあった が，まだ，
なかった･
パルミラは完全にはローマの支配下に入ら
小村を北東の新しい場所に移転させた。 この新しい村
バールシャミ
,ンド隊，「墓
紀元前27年に帝制ローマが成立したのに
伴い， シリアは皇帝直属の州となった。が現在のパルミラ市である。最近では，
ン神殿周辺をスイス隊。市街地をポーラン
ローマ帝国の
繁栄に伴って，中国の絹，インドやアフリカの香料，
象牙，真珠は需要が増大し，非常に高価な商品となっ
た。この様な商品は，メソポタミア（パルティア）を
経由し，パルミラやペトラ（ヨルダン）を経て，地中
海へと運ばれたため，交易によってもたらされた莫大
場の谷」の家形墓を
行っており，シリアラ
ドイツ隊がそれぞれ発掘調査を
シリア考古総局もパルミラ国立博物館が
劇場地域を中心に修復を行っている。 1990年から我々
日本隊も東南墓地の地下墓の調査に加わった。
な富がこれらの隊商都市にあつまることとなった。 ﾉ〈
ラ最大のベール神殿が建造されたのも２．パルミラの歴史
パルミラ（PALMYRA）はギリシャ語で「パーム（ナ
この時期ルミ
(紀元前32年）であり，また，パルミラ独自の様式と
シリア・パルミラ遺跡東南墓地の発掘調査１１３
言えるビルデイ
あたる。しかし
ング形をした塔墓の出現もこの時期に 東南墓地は，パルミラ遺跡市街地の東南部にあ る
し，１世紀の前半にはパルミラはローマ
帝国の支配下に入ったとされている。
紀元後２世紀にはいると，ローマ帝国は一時期．
ベール神殿の南約１．５kｍの砂漠の中にある。パイプ
ラインの建設により，地下墓の一部が，1950年代にシ
リア政府により発掘されているものの，ほとんど調査
されていない地域である。
1990年10月から11月に事前調査としてジオレーダを
ユーフラテス河流域にまで勢力をのばし， また，ペト
ラを併合する（106年)。しかし，帝国内の弱体化のた
めユーフラテス流域からは撤退を余儀なく きれた。 用いて地下の電磁波探査を行い， 地上からはその存在
これは，ローマ帝国内でのパルミラの地位を向上させ を明らかにできない地下墓を探査した。 その結果，５
ることとなり， ローマ植民都市の高位に列せられ， 地点において異常な反射を確認した。 異常反射には山土
地税を免除されるまでに至る。この時期が最盛期で
あった。
形をなすものと， 溝状を呈するものなどがあり， 地下
に遺構の存在する可能性を示していたｃ 翌1991年７月
226年， パルテイアに代わってササン朝ペルシアが 典型的な山形の異常反射を示したＡ地点と、から， 溝
登場し，その勢力がユーフラテス河に迫ったとき，通
商路が北方に変化した。パルミラは徐々に衰退し始め
た。パルミラはローマ帝国と協力し，ササン朝ペルシ
アと戦い，戦果を上げる。ローマはパルミラの支配者
オダイナトに「王の中の王｣，「全オリエントの矯正
者」という称号を贈るが，これはローマ帝国の弱体化
を示すものでしかなかった。267年，彼は嫡子ととも
状の反射を示したＣ地点を選んで， ３カ月間の第１次
した遺構は。予想発掘調査を実施した。Ａ地点で発見した遺構は，
に反して家形墓であり， 山形の反射はこの家形墓の石
壁に由来するものであった。一方，Ｃ地点では溝状の
反射を示した所から， 地下墓に通じる墓道の階段を検
このＣ号地下墓は既に天井が陥没していたた出した。
め。第， １次調査では，
その結果，石造りのＩ
入口部を中心に発掘を行った。
に暗殺される。 その後実権を握ったのは彼の妻ゼノビ 石造りの門扉と，墓建立碑文を発見し，こ
アであり， 王となったのは彼女の息子ワハバラートで の地下墓が西暦109年４月にマリコーの息子のルシャ
あった。ゼノビアはローマと関係断絶を宣言し，エジ
プト・小アジアを占領する。272年，反撃にでたロー
マ皇帝アウレリアヌスは，アンティオキア，エメサ
(ホムス）の戦いに勝利し，パルミラを包囲する。パ
ルミラ最後の抵抗は激烈を極めた。最後にゼノピアは
パルミラを脱出し，ユーフラテス河畔までたどり着く
が，そこでローマ軍に捉えられた。翌273年，駐屯し
ムシュの息子のイアルハイによって造られたことがわ
かつた。
1992年４月から４ 力月にわたる第２次発掘調査をお
このＣ号地下墓の全容を明らかにすることがこない，
できた。 発掘した人骨は61体を数え， 棺を塞いだまま
の状態で出土した葬送用彫刻など石彫類８点。 土製ラ
ンプ・副葬品など多数を発見するなど， 多くの成果を
たに。全面石ていたローマ軍に暴動を起こしたパルミラは， 逆に， あげた。さらに，発掘調査の過程で，新 ，
造りの装飾に富んだ地下墓（Ｆ号墓）を発見している。徹底的な略奪と破壊を招く結果となり， 歴史からその
名を消し去ってしまった。
４．Ｃ号地下墓の概要
３．調査の概略
1988年奈良県が主催した，なら・シルクロード博覧会
へのシリア政府の出展を契機として，シリア政府・考
C号地下墓は東南墓地のほぼ東端に位置し， 192号家
主軸はお形墓の北東にある小丘の南斜面に立地する。
およそ東西で， 墓道の始まりから主榔の奥まで２６ｍ．
古総局と奈良県は緊密な関係となり， 1989年にバルミ 平面形は逆Ｌ字形を呈し，階段，前庭部，門，前室，
主室，左側室からなっている（写真１)。
（１）墓道・門扉
階段は全長８０，，幅２．９ｍ，深さ３．８ｍ以上をは
かる。２１段以上からなり，地山を削り整形している。
ラ国立博物館から， パルミラ遺跡地下墓の発掘調査の
依頼があった。
を行い，調査士
1990年３月に現地の下見と打ち合わせ
調査地と して外国隊がまだ発掘を行っていな
い東南墓地を選定した。
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階段の一段は，おおよそ幅２．９ｍ，奥行３８ｃｍ，高さ 名前は判らない。 成人４体の人骨と若干の副葬品が
18ｃｍをはかる。前庭部は階段から門に至るまでの間 出土し，
いた。
最下段の人骨には陶製のランプが副葬されて
にある一辺２．９ｍの正方形の空間で，罰で，階段と同様に
何らの装飾も兄あた地山を掘り込んだままの状態で． 榔Ｒ５は高さ約２．５ｍ，
と同様，４棺が使用され・
千の副葬品が出士したが，
れ落ちていたため，副葬【
でない。
榔Ｌ５は高さ約２．５ｍ，
土高さ約２ ，，幅045ｍ，奥行ｌ８ｍｏＲ４
４棺が使用されており，成人４体の人骨と若らない。
門扉は，１W
る（写真２)０
軒蛇腹，ま《
高さ２ ５，，幅１９ｍ，奥行１５ｍをはか 棺を仕切っていた陶板が崩
基本的に硬質の石灰 岩を使用しており， 副葬品がどの棺に伴うのか明らか
肝 腹，まぐさ石，脇柱，敷居，扉，内側の小部屋か
らなっている。扉は高さ２１，，幅１２ｍ，厚さ０２ 幅045ｍ，奥行１６，．５
枚の硬質石灰岩から造り出されており， 向 段の棺からなる。
態で「イアルハ，
ｍで， 下から３段目の棺に はめ込まれた状
かって左側に戸軸を有し，軸受けは青銅製で内側に開
く。軸受けの遣存状況は良好で，現在でも開閉が可能
である。
（２）前室・左側室
墓室の前室は，全長７．０，，幅２８ｍであり，門か
ら３段の石段を降りて，地下５．５ｍにある床に達す
ルハイの娘アシュタルト」の銘をもつ少女
立像彫像が出土した。また，５段目にはめ込まれてい
たと考えられる「ルシャムシュの息子のイアルハイ」
の銘をもつ少年立像彫像が，櫛の前面に倒壊した状態
で発兄された。この榔からは，７体の小児人骨と２体
の成人骨，若干の副葬品が出土した。アシュタルトを
埋葬した後に，水の作用によってこの榔が－度壊れ，
再建されている。
榔以外の埋葬施設として，東側壁に沿って床面に４
カ所，西側壁下の床面に１カ所，乳児を埋葬した土墳
墓がある。副葬品はガラス容器（写真３)，銅貨，青銅
製の鈴などと，榔よりも豊かである。
墓室の左側室は，榔Ｌ３（写真４）とＬ４を壊して造
られており，長さ３．４，，幅２０ｍをはかる。床面を
前室より２０ｃｍ高くすることによって,,両空間を区
る。この空間は、 主室および左側室に続いてお リ．卜
ンネル状に地山をくり抜いて造られている。天井は陥
没していたが． 当初の形状はかまぼこ形をなしていた
と推定できる。埋葬施設として． 前室壁面の両側の各
かし．門側の右側壁５カ所に榔が掘削されている。し ，
３基の櫛Ｒｌ～Ｒ３と，左側壁の２基の榔Ｌ１－Ｌ２は未
完成のままで，使用されていない。また，榔ＬａＬ４
左側室のために最下段の棺を除いてすべての棺は'よ．
破壊されていた。
未使用の榔Ｌ２の前面で，碑文の刻まれた面を内側 切っている。
10ｍ，高さ
れていた。正
Ｌ４の最下段の棺の上に長さ２．２ｍ， 幅
にして立てかけられた墓建立碑文を検出した。碑文に ０９ｍの未調整のく りぬき式石棺が置か
Iよ「この永遠の家は，マリコーの息子のルシャムシュ
の息子で，ハトラと呼ばれたイアルハイが造った。彼
自身と息子達のために。彼らの永遠の名誉のために。
420年ニサン月（西暦109年４月)」と，この墓の由来
が記きれていた。同じく，未使用の榔Ｒ１の前面には
井戸がある。
埋葬施設榔Ｒ４は，右側壁をスリット状に掘削して
設けられており，高さ約２５，，幅0.45ｍ奥行１７
石棺の蓋は． 転用材の粗雑な石板と陶板で
ある。 石棺内には２体の成人人骨が２段にわけて収め
てあった。 Ｌ３の最下段の棺が床面下にのこっており、
成人人骨が１体出土した｡
（３）主室
主室は，長き３．４，，幅３．０ｍ。この空間は，門か
ら８５ｍのところより始まり，側室と同様に床面が
20ｃｍ高くなっている。
した石榔がある（写真５
奥壁には軟質の石灰岩で構築
ｍの狭い空間である。 陶板などで棚状に５段に壮切っ )。４列５段の棺からなるが，
中央の２列の上から２段分，すなわち４棺分がアーチて棺を造っている。 その内下の４棺が使用されたと複
原できる。 を備えたニッチに充てられている。下から３段目の棺の小口から， 当初の位置 このニッチは高さ
がり，ニッチの半を保って石灰岩製の彫像が出土した。 この彫像は口髭 ２．５，，幅０５ｍ，奥行２３ｍをはか
円形を呈する上部から，両脇に有翼女神を配した有髭と顎髭をはやした中年の男性であるが， 銘文がなく，
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の男｣性彫像が出土した（写真６)。ここからは２体の人
骨が出土した。４列にわかれる榔を，西からＭ１一
Ｍ４と表現する。各棺はほぼ同じ大きさで，高さ０．５
，，幅０５ｍ，奥行２３ｍをはかる。５段ある棺のう
ち，最下段は，床面より５０ｃｍ余り地山を掘り下げ
構築している。また，下から２段目は，外観上は榔の
基礎部を構成する羽目板としてみることができる。他
れていた。成人人骨４体，小児・乳児人骨２体が出土
した。副葬品としては， エジプト製の可能性の高い牙
製神像とアンフォラを形どった装身具，青銅製の
チェーン．ガラス玉などがある。しかし，イアルハイ
の棺からはなにも出土していない。
Ｍ４５段の棺からなるが，上の２段は使用されて
いない。成人人骨３体，小児人骨が１体出土した。陶
両側壁に沿って乳児用の土壌墓の埋葬施設と
が存在する。
１１南側には、
床に使用された陶板の隙間を埋めるよしては， 製のランプが．
土壌の蓋と して方形の石材を用いてお うな状態で多数出土した以外には，副葬品はない。
壼の上半部を逆さにして水鉢に転用し
たものが置かれていた。さらに，石造りの櫛の前面に ５．小結
この墓は，西暦109年４月にイアルハイによって建立
された。調査の結果，この墓には本人および彼の子供
達の２世代を中心に，６１体の遺体が葬られていた。し
かしこの地下墓は，従来発見されたパルミラの地下
漆喰製の供献用の水鉢が造りつけられていた（ 主}よ，
室では，５カ所から遺物がまとまって出土し，とく
Ｍ１のマラー彫像の周辺から多数のランプが出土に．
した。
Ｍ１５段の棺からなる。羽目板のある第２段目に
は，「イアルハイの息子マラー」の銘がある男性彫像
が貼付けられていた。成人人骨が11体，小児人骨1体
が出土した。副葬品としては，青銅鏡，ローマングラ
ス，青銅金具付き革製容器，ガラス玉などがあり，大
部分はマラーの棺からの出土である。
Ｍ２４段の棺からなる。下から第４段目には，「イ
アルハイの息子シャルマ」の銘をもつ男性彫像が，棺
墓の中では， 規模では最も小規模なものである。 被葬
墓室側壁面や者の世代が幾世代にも及ばないことや，
櫛内部に見られる水の影響からみて， 二の墓は短時間
の内に崩壊し廃絶したものと思われる。
パルミラにおける過去の地下墓の調査においては，
ほとんど盗掘を受けず， 彫像類が元の位置のままで発
かつ詳細な人骨調査も行われて掘された例は少なく，
いない。今回明らか’今回明らかにしえた，特定の榔への小児の集
成人人骨１０体，小児人骨の小口にはめ込まれていた。 床面に設けられた土壌墓への乳児の埋葬な中的埋葬，
副葬品はわずかな青銅製品と布の小２体が出土した。
片のみである。ｌ
認められない。
どの特徴は，現在は比較資料が無くその意味を明らか
にしえないが，パルミラの墓制，家族構造に係わる問
題と思われる。今後，このような調査を継続するこ
とによって，パルミラ研究に貢献できるものと考えて
いる。
とくに， シャルマの棺には，副葬品が
Ｍ３４段の棺からなる。下から第４段目には，こ
の墓の建立者であるイアルハイ本人の彫像がはめ込ま
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写真１発掘したＣ号墓墓宰全景 写真２検出したＣ号墓の門扉
写真３土壌墓の副葬品，把手付六角形ガラス瓶 写真４櫛Ｌ３出土の人骨
シリア・パルミラ遺跡東南墓地の発掘調査１１７
写真５Ｃ号墓主室奥壁，埋葬施設と埋葬彫像類
写真６主室奥壁の彫像，向って右がこの墓の建造者イアルハイ，左がその息子シャルマ
